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保護者　様
栃木県立宇都宮北高等学校長
自転車の乗り方マナーについて
　１２月１１日から３１日まで、年末の交通安全県総ぐるみ運動が実施されます。併せて本校でも１２月１２日～１４日の３日間、街頭指導を行います。その際、生徒の安全確保の立場から、自転車の運転について一層厳しく指導していこうと思っております。ご理解とご協力をお願いいたします。
　本校生の今年度の自転車の事故は、１１月末現在２３件起きています。多くは軽度の接触事故ですが、中には数日入院した生徒もおります。また、２３件という数は、他校と比較してかなり多い件数となっています。
　事故の原因を分析してみますと、多くが、｢ちょっとした不注意｣によって起こっています。「ぼーっとしていた」とか、「わき見をしていた」とか。そのために一瞬判断が遅れ事故に至っているケースが目立ちます。ぜひ、自転車に乗るときは、「車両の運転手」という気持ちで運転してもらいたいと思います。
　本校では高校生の自転車運転マナーとして、雨の日の傘差し運転、イヤホンで音楽を聴きながら、携帯電話を使用しながらの「ながら運転防止」について重点的に取り組んでおります。
　傘差し運転については、以前よりはきちんとカッパを着用し自転車に乗っている生徒が増えました。しかし、突然の雨や弱い雨の時には傘差し運転の生徒がいるのも事実であり、まだまだ改善が必要です。
その他のながら運転（特にイヤホン・ヘッドフォン・携帯電話等）については、なかなか改善の兆しが見られません。音楽を聴きながらや携帯電話を使用しながら運転すると外部からの音が遮断されたり注意力が散漫になるため、危険回避能力がかなり減少し、一瞬の判断が遅れ事故につながるというケースが見受けられます。また、事故の際呼び止められたことに気付かず走り去ってしまったという状況も多々あります。傘差し運転、ながら運転とも、道路交通法違反です。前述の通り、自転車といえども違反している場合には、重い罰則を科せられる場合が多くなってきています。また、民事事件として高額の損害賠償請求を負うケースも発生しています。
校内だけでは済まされない問題でもありますので、ご家庭におかれましても、再度安全教育の立場からお子様へのご指導をお願いいたします。
　
　　　
